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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第120期

第２四半期連結
累計期間

第121期
第２四半期連結
累計期間

第120期
第２四半期連結
会計期間

第121期
第２四半期連結
会計期間

第120期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 34,045 20,185 17,785 12,007 61,114

経常利益（百万円） 1,222 272 680 328 1,607

四半期（当期）純利益（百万円） 697 174 403 176 767

純資産額（百万円） － － 14,502 14,516 14,297

総資産額（百万円） － － 32,546 25,827 28,351

１株当たり純資産額（円） － － 980.01 986.48 971.44

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
47.13 11.85 27.27 11.96 51.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 44.6 56.2 50.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
798 1,418 － － 2,540

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△560 △312 － － △655

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
219 △446 － － △313

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 1,665 3,407 2,743

従業員数（人） － － 494 508 497

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．連結売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の連結子会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 508 (93)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期連結会計期間の平均人員を（　）外数で記載しており

ます。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 367 (27)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同期比（％）

ＦＡ・デバイス事業   

産業機器システム（百万円） 5,108 68.1

半導体・デバイス（百万円） 2,447 49.7

計（百万円） 7,556 60.8

社会・情報通信事業   

 社会インフラ（百万円） 2,365 70.4

情報通信（百万円） 2,085 104.5

計（百万円） 4,451 83.1

合計（百万円） 12,007 67.5

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

        ２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同期比（％）

ＦＡ・デバイス事業   

産業機器システム（百万円） 3,673 57.9

半導体・デバイス（百万円） 2,140 50.9

計（百万円） 5,814 55.1

社会・情報通信事業   

  社会インフラ（百万円） 1,759 59.3

情報通信（百万円） 1,611 108.4

計（百万円） 3,371 75.7

合計（百万円） 9,185 61.2

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

        ２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに決定し、又は締結した経営上の重要な契約等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、一部に景気の持ち直しの動きが見られるものの、雇用情勢、設備

投資は依然として低調に推移し、先行き不透明な状況が継続しております。

当社グループを取り巻く事業環境は、ＦＡ・デバイス事業において、半導体・液晶製造装置関連及び電子機器製造

装置関連の一部で需要の回復が見られたものの、全体としては企業の設備需要は依然低迷を続け、厳しい状況で推移

いたしました。

このような状況下、当社は、経営課題である「新規需要開拓」と「パートナー商品の拡大」に一層注力すると共に、

極めて厳しい経営環境に対処する為、徹底した経費の節減に努め、業務効率化を推進してまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間における業績は、売上高120億７百万円（前年同期比32.5%減）、営業利益

３億35百万円（前年同期比50.0%減）、経常利益３億28百万円（前年同期比51.7%減）、四半期純利益１億76百万円

（前年同期比56.4%減）となりました。

　

＜セグメント別の状況＞

産業機器システム分野においては、システム装置関連が伸長したものの、液晶・電子機器製造装置向けをはじめと

して、サーボモータ、プログラマブルコントローラなどのＦＡ関連機器が大きく減少し、前年同期比31.9%の減となり

ました。

半導体・デバイス分野においては、半導体は産業向け需要が大きく減少し、デバイスではエンベデッド機器の需要

が大幅に減少したことから、この部門全体では前年同期比50.3%の減となりました。

これらの結果、ＦＡ・デバイス事業におきましては、売上高75億56百万円（前年同期比39.2%減、構成比62.9％）、営

業利益１億91百万円（前年同期比67.4%減）となりました。

　

社会インフラ分野においては、電子医療装置が堅調に推移したものの、重電は前年同期の工場向け大型設備等の需

要もなく大きく減少しました。冷住機器は、冷夏に加えて需要の低迷により空調機器・オール電化及び工事物件が減

少し、ビル設備は、厳しい業界全体の影響を受けて大きく減少した結果、この部門では前年同期比29.6％減となりまし

た。

情報通信分野では、主力の携帯電話が堅調に推移し、情報システムもリプレース需要により若干増加した結果、前年

同期比4.5%の増となりました。

これらの結果、社会・情報通信事業におきましては、売上高44億51百万円（前年同期比16.9%減、構成比37.1%）、営

業利益１億44百万円（前年同期比74.8%増）となりました。

　

     

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ10億82百万円増加し、当四半期末には34億７百万円となりました。

 

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は12億13百万円（前年同期は同９億99百万円）となりました。これは主に、税金等調

整前四半期純利益が３億28百万円あったことに加えて、たな卸資産の減少額が11億43百万円あったことによるもの

であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は81百万円（前年同期は同４億９百万円）となりました。これは主に、定期預金の預

入による支出が50百万円あったことによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は45百万円（前年同期は同１億８百万円）となりました。これは主に、短期借入金の

純減少額が45百万円あったことによるものであります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　　　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,280,000

計 28,280,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式  14,798,600     14,798,600
㈱大阪証券取引所

市場第二部
単元株式数100株

計   14,798,600    14,798,600 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年７月１日～　

　　

平成21年９月30日

－ 14,798,600 － 2,554 － 3,056
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 三菱電機株式会社  東京都千代田区丸の内２丁目７－３         2,340 15.81

 株式会社立花エレテック  大阪市西区西本町１丁目13－25     1,059 7.16

 たけびし従業員持株会  京都市右京区西京極豆田町29         729 4.92

 株式会社サンセイテクノス  大阪市淀川区西三国１丁目１－１     723 4.88

 株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内２丁目７－１     624 4.22

 矢野　チズ子  京都市西京区     618 4.18

 株式会社京都銀行

（常任代理人 資産管理サービス

　信託銀行株式会社）

 京都市下京区烏丸通松原上る薬師前町700

（東京都中央区晴海１丁目８－12 晴海ア

 イランドトリトンスクエアオフィスタワ

 ーＺ棟）

366 2.47

 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

（常任代理人 日本マスタートラ　

　

  スト信託銀行株式会社） 

 東京都千代田区丸の内１丁目４－５

（東京都港区浜松町２丁目11－３） 
 326 2.20

 株式会社ファルコバイオシステ

 ムズ
 京都市中京区河原町通二条上る清水町346     238 1.61

 株式会社滋賀銀行

（常任代理人 資産管理サービス

　信託銀行株式会社）

 滋賀県大津市浜町１－38

（東京都中央区晴海１丁目８－12 晴海ア

 イランドトリトンスクエアオフィスタワ

 ーＺ棟）

    237 1.60

計 －     7,263 49.09

　（注） 上記株式会社立花エレテックの所有株式数には、株式会社立花エレテックが退職給付信託の信託財産として拠

 出している当社株式600千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合4.05％）を含んでおります。　　

 　当該株式（株主名簿上の名義は「日本マスタートラスト信託銀行株式会社退職給付信託口 株式会社立花エレテ

　 レテック口」）の議決権は信託契約上、株式会社立花エレテックが留保しています。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 83,400 －

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,714,200     147,142 同上

単元未満株式 普通株式　　  1,000 － 同上

発行済株式総数 14,798,600 － －

総株主の議決権 －  147,142 －

　（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社所有の自己株式であります。

 　　　 ２．「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が1,000株含まれております。なお「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数10個が含まれております。

 

②【自己株式等】                          

平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社たけびし
京都市右京区西京

極豆田町29番地
    83,400 －     83,400 0.56

計 －     83,400 －     83,400 0.56

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 298 290 350     354     364     354

最低（円） 248 263 285     311     330     326

　（注）　最高・最低株価は、株式会社大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツと

なりました。　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,444 2,780

受取手形及び売掛金 13,252 16,035

商品 2,226 3,006

仕掛品 30 21

繰延税金資産 254 300

その他 318 368

貸倒引当金 △54 △55

流動資産合計 19,472 22,456

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 1,344

※
 1,389

車両運搬具（純額） ※
 1

※
 1

土地 2,062 2,062

リース資産（純額） ※
 2

※
 2

建設仮勘定 225 －

その他（純額） ※
 62

※
 65

有形固定資産合計 3,697 3,522

無形固定資産

のれん 69 86

ソフトウエア 150 189

その他 20 20

無形固定資産合計 239 295

投資その他の資産

投資有価証券 1,672 1,319

長期貸付金 11 13

繰延税金資産 67 123

その他 703 689

貸倒引当金 △37 △68

投資その他の資産合計 2,417 2,077

固定資産合計 6,354 5,895

資産合計 25,827 28,351
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,824 9,193

短期借入金 1,588 1,907

1年内返済予定の長期借入金 100 －

未払金 901 1,119

リース債務 0 0

未払法人税等 102 222

賞与引当金 315 430

役員賞与引当金 10 －

その他 868 574

流動負債合計 10,712 13,448

固定負債

長期借入金 － 100

リース債務 1 2

繰延税金負債 87 －

再評価に係る繰延税金負債 10 10

退職給付引当金 360 345

役員退職慰労引当金 78 88

その他 60 59

固定負債合計 599 605

負債合計 11,311 14,053

純資産の部

株主資本

資本金 2,554 2,554

資本剰余金 3,133 3,133

利益剰余金 9,742 9,685

自己株式 △23 △22

株主資本合計 15,407 15,351

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 295 142

土地再評価差額金 △1,138 △1,138

為替換算調整勘定 △48 △58

評価・換算差額等合計 △891 △1,053

純資産合計 14,516 14,297

負債純資産合計 25,827 28,351
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 34,045 20,185

売上原価 29,759 17,444

売上総利益 4,286 2,740

販売費及び一般管理費 ※
 3,076

※
 2,490

営業利益 1,210 250

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 21 13

仕入割引 16 12

受取賃貸料 11 10

為替差益 7 8

その他 19 10

営業外収益合計 79 56

営業外費用

支払利息 14 9

売上割引 28 18

有価証券売却損 5 －

その他 18 5

営業外費用合計 66 34

経常利益 1,222 272

特別利益

投資有価証券売却益 － 61

特別利益合計 － 61

特別損失

固定資産除売却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 1,222 333

法人税、住民税及び事業税 544 73

法人税等調整額 △20 86

法人税等合計 524 159

四半期純利益 697 174
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 17,785 12,007

売上原価 15,558 10,425

売上総利益 2,227 1,582

販売費及び一般管理費 ※
 1,556

※
 1,246

営業利益 670 335

営業外収益

受取利息 1 1

受取配当金 2 0

仕入割引 7 5

受取賃貸料 4 5

為替差益 22 －

その他 13 3

営業外収益合計 52 16

営業外費用

支払利息 7 4

売上割引 14 9

為替差損 － 5

有価証券売却損 5 －

その他 14 3

営業外費用合計 42 23

経常利益 680 328

特別損失

固定資産除売却損 0 0

特別損失合計 0 0

税金等調整前四半期純利益 680 328

法人税、住民税及び事業税 451 59

法人税等調整額 △175 92

法人税等合計 276 152

四半期純利益 403 176
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,222 333

減価償却費 110 106

のれん償却額 34 16

貸倒引当金の増減額（△は減少） 37 △31

賞与引当金の増減額（△は減少） 25 △115

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 22 10

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △8 △9

退職給付引当金の増減額（△は減少） 19 14

受取利息及び受取配当金 △24 △15

支払利息 14 9

投資有価証券売却損益（△は益） － △61

売上債権の増減額（△は増加） 3,266 2,791

たな卸資産の増減額（△は増加） △30 783

仕入債務の増減額（△は減少） △3,446 △2,380

その他 △60 134

小計 1,182 1,587

利息及び配当金の受取額 23 14

利息の支払額 △15 △9

法人税等の支払額 △392 △175

営業活動によるキャッシュ・フロー 798 1,418

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △155 △50

有形固定資産の取得による支出 △394 △225

投資有価証券の取得による支出 － △166

投資有価証券の売却による収入 － 131

その他 △11 △1

投資活動によるキャッシュ・フロー △560 △312

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 322 △327

長期借入れによる収入 100 －

長期借入金の返済による支出 △100 －

配当金の支払額 △103 △117

その他 △0 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー 219 △446

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 455 664

現金及び現金同等物の期首残高 1,210 2,743

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,665

※
 3,407
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

　会計処理基準に関する事項の変更 　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　受注制作のソフトウェア及び請負工事に係る収益の計上基準については、従

来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」

（企業会計基準委員会　平成19年12月27日　企業会計基準第15号）及び「工事

契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成19年12月27

日　企業会計基準適用指針第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、第

１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間

末までの進捗部分について成果の確実性が認められる契約（工期がごく短く

金額的な重要性が乏しい契約を除く）については工事進行基準（工事の進捗

率の見積りは原価比例法）を、その他の契約については工事完成基準を適用

しております。

　なお、この変更による損益に与える影響は軽微であります。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等に著しい変化が認められるので、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングに経営環境等の著しい変化による影

響を加味したものを使用しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　該当事項はありません。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、1,871百万円であり

ます。

※　有形固定資産の減価償却累計額は、1,810百万円であり

ます。

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・賞与 890百万円

賞与引当金繰入額 544百万円

退職給付費用 129百万円

役員賞与引当金繰入額 22百万円

役員退職慰労引当金繰入額 12百万円

福利厚生費 194百万円

貸倒引当金繰入額 37百万円

給与・賞与 883百万円

賞与引当金繰入額 268百万円

退職給付費用 135百万円

役員賞与引当金繰入額 10百万円

役員退職慰労引当金繰入額 9百万円

福利厚生費 172百万円

貸倒引当金繰入額 1百万円

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与・賞与 457百万円

賞与引当金繰入額 275百万円

退職給付費用 70百万円

役員賞与引当金繰入額 11百万円

役員退職慰労引当金繰入額 6百万円

福利厚生費 90百万円

貸倒引当金繰入額 14百万円

給与・賞与 441百万円

賞与引当金繰入額 143百万円

退職給付費用 73百万円

役員賞与引当金繰入額 8百万円

役員退職慰労引当金繰入額 4百万円

福利厚生費 78百万円

貸倒引当金繰入額 1百万円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在）

（百万円）

（平成21年９月30日現在）

（百万円）

現金及び預金勘定 1,746

預入期間が３か月を超える定期預金 △81

現金及び現金同等物 1,665

 

現金及び預金勘定 3,444

預入期間が３か月を超える定期預金 △37

現金及び現金同等物 3,407

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年

９月30日）

　１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  14,798千株

　２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  83,463株

　３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　４．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年５月13日

取締役会
普通株式 117 8.0 平成21年３月31日 平成21年６月10日利益剰余金

 
（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間末後

となるもの

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年11月６日

取締役会
普通株式 73 5.0 平成21年９月30日 平成21年12月７日利益剰余金

 

 

（リース取引関係）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リースについては、通常の

賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結

会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

 
ＦＡ・デバイ
ス事業
 （百万円）

社会・情報通
信事業
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に対する売上高 12,429 5,356 17,785 － 17,785

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 12,429 5,356 17,785 － 17,785

         営業利益 588 82 670 － 670

 

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
ＦＡ・デバイ
ス事業
 （百万円）

社会・情報通
信事業
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高         

(1）外部顧客に対する売上高 7,556 4,451 12,007 － 12,007

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 7,556 4,451 12,007 － 12,007

         営業利益 191 144 335 － 335
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前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

 
ＦＡ・デバイ
ス事業
 （百万円）

社会・情報通
信事業
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 24,619 9,426 34,045 － 34,045

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 24,619 9,426 34,045 － 34,045

営業利益又は営業損失(△) 1,223 △13 1,210 － 1,210

　

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
ＦＡ・デバイ
ス事業
 （百万円）

社会・情報通
信事業
（百万円）

計（百万円）
消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 12,626 7,558 20,185 － 20,185

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － －

計 12,626 7,558 20,185 － 20,185

         営業利益 103 146 250 － 250

　（注）１．各事業区分の主要商品

事業区分 部門

ＦＡ・デバイス事業
産業機器システム

半導体・デバイス

社会・情報通信事業
社会インフラ

情報通信

　

２．会計処理方法の変更

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　（完成工事高及び完成工事原価の計上基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会

計期間から「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成19年12月27日　企業会計基準第15

号）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成19年12月27日　企業会計基

準適用指針第18号）を適用しております。これによるセグメント情報に与える影響は軽微であります。

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。　
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【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満のため、その記載を省略しております。　

 

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。　

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

　当第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 986.48円 １株当たり純資産額 971.44円

 

　（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

 純資産の部の合計額（百万円） 14,516 14,297

純資産の部の合計額から控除する金額

（百万円）
－ －

普通株式に係る四半期末（期末）の純資産額

（百万円）
14,516 14,297

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期

末（期末）の普通株式の数（千株）
14,715 14,718

 

２．１株当たり四半期純利益

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益 47.13円 １株当たり四半期純利益 11.85円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（百万円） 697 174

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 697 174

期中平均株式数（千株） 14,798 14,715

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益 27.27円 １株当たり四半期純利益 11.96円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

　（注）１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（百万円） 403 176

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 403 176

期中平均株式数（千株） 14,798 14,715

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。　
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２【その他】

平成21年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………73百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………５円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成21年12月７日

　（注）　平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

   平成20年11月11日

株式会社たけびし    

  取 締 役 会　 御 中 

   

   監査法人 ト ー マ ツ   

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中西　清　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 辻内　章　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社たけびしの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社たけびし及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社たけびし(E02851)

四半期報告書

25/26



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

   平成21年11月９日

株式会社たけびし    

  取 締 役 会　 御 中 

   

   有限責任監査法人トーマツ   

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中西　清　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 尾仲　伸之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社たけびしの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社たけびし及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財政状態、同

日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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